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1　は　し　が　き

現在，青森県の稲作指軌は6農業地帯に区分して指導さ

れていろ。施肥の指軌こ当たっても，地帯区分ごとに．土

壌型別に施肥基準量を決めて指導しているが，従来からの

慣行施肥量もあって．基準量を上回ろ肥料の施用がみられ．

これが，55年の冷害年のような年では，施肥窒素堂の多い

ほど，被害がみられた。

蓑1試験場所と窒素吸収量

このため．56年に農業地帯別ごとに県内に現地試験地を

設けて，施肥反応をみた。今回は初年目であり，また．冷

害年であったので．ここでは地帯別ごとの窒素吸収につい

て報告する。

2　試　験　方　法

11）試験場所

地帯別による現地試験の場所は表1のとおりである。

地　 帯　 別 試験地 土 壌 統
施 肥 墨 （吻／10 8 ）

品種
N 吸 収 量 （グ／㌶）

基　 肥 追　 肥 幼形期 成熟期

11） 下北外海
東　 通 長 官 統 4．5 2

′ヽ

マ

ア

サ

1．97 9．80

三　 沢 郷 原 統 7 2 2．69 11．9 1

（2） 海岸冷療

む　 つ 琴 浜 統 6 2 3．46 10．33

蟹　 田 緒 方 統 6 2 2．0 1 8．06

平　 内 吉 日亀統 5 2 ヒ 4．3 8 14 ．33

13 ） 山間冷涼 摺　 毛 加 茂 統 5 2 2．9 1 8．29

t4 ） 南部平野
十和田 郷 原 統 7 2

ア

キ

ヒ

カ

リ

4．32 11，02

五　 戸 吉 岡 統 6 2 4．84 13．28

（5） 津軽北部
木　 造 宮 曽亀統 6 2．5 5．8 1 12．34

金　 木 米 里 統 5 3 4．56 13．7 7

16 1 津軽中央
弘　 前 多多良統 6 3 4．84 9 ．9 3

黒　 石 上 尾 統 8 3 6．08 9 ．31

注．多回数追肥区の追肥量は上記の追肥量を3回施用した。

窒素吸収量は表層追肥25目前区。

（2）試験区の構成

①無窒素区．⑧無追肥区．⑧表層追肥15日前区．④表

層追肥25目前区，⑤多回数追肥区（出穂32日．25日，15

日前の3回連続に追肥実施）

3　紋　験　結　果

11）下北外海地帯

気象条件の最も悪い下北外海地帯の東通村小田野沢（泥

炭土壌），三沢市織笠（表層多腐植質黒ポク土壌）の生育

状況は，高燐酸（成熟期の茎葉P205含有率0．5～0．6％），

低珪酸（SiO210％以下）となり．生育遅延の様相を示し

た。

生育初親の乾物垂や窒素吸収量は著しく劣った。また，

幼穂形成期の稲体窒素濃度は高く，追肥によって穂揃期の

稲体濃度は高窒素，低炭水化物となり，登熟歩合は低下し

収量は極端な低収で，等級も規格外であった（図1，2）。

ほ　海外冷涼地帯

初期生育は下北外海に次いで悪かった。

平内町藤沢（細粒強グライ土壌）は，土壌窒素発現力の

大きい土壌であるため，7月の高温によって，幼橙形成期

から徳揃期にかけて窒素吸収量が急激に多くなり過繁茂の

状態を呈した。更に追肥によって一層籾数を増やして，豊

熟低下を招いた（図1）。
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図1植樹期の窒素吸収量と総籾数・豊熟歩合
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図2　炭水化物含有率（穂揃朋・茎葉）と

玄米収量及び等級

本年は北西風が強く，この影響を強く受けた蟹田町小国

（細粒灰色低地土灰褐系）は初期の乾物生産が隆端に劣り

窒素吸収量も少なかった。しかし，窒素吸収量が少ない上

に登熟が極端に劣ったため．玄米収童は下北外海より少な

かった（図1，2）。

むつ市金曲（中粗粒強グライ土壌）は，平内と蟹田の中

間程の窒素吸収量であった。

（3）山間冷涼地帯

平賀町摺毛（中拉灰色低地土灰色系）は，生育も順調に

進み，養分吸収も良好で，穂桶期の炭水化物含量も高く，

玄米収量もハマアサヒ作付試験地で最も多く，等級も1等

の上となった（図2）。

（射　南部平野地帯

十和田市三本木（表層多腐植質黒ポク土）と五戸町越掛

沢（表層腐植質多湿黒ポク土）の両誌勝地は．幼横形成期

の窒素濃度が高く，追肥によって更に吸収量が増え，その結

果．着生籾数が多く．登熟歩合の低下を来し仁追肥によろ

増収効果はみられなかった。

15）津軽北部地帯

この津軽北部地帯は，地力窒素発現の多い土壌が分布し

ている地帯である。

木造町福原（細粒強グライ土）と金木町蒔田（グライ土

下層有機質は，幼穂形成期から穂揃期までの窒素吸収が旺

盛となる特徴がみられ．追肥によって窒素吸収量が更に増

加した。

これに反し炭水化物含量は少なく，過剰籾数により豊熟

低下を来した（図2，1）。特に窒素過多の木造で顕著で

あった。

16）津軽中央地帯

この地帯は県内で殿も気象条件に恵まれ，土壌も灰褐色

土壌の多い地帯である。

気象条件の良い弘前市藤代（細粒灰色低地土灰褐系土）

でも，本年は各地縛同様初期生育の抑制がみられた。7月

の高温によって．養分吸収が盛んになり．追肥によって穂

揃筋の窒素吸収量が多くなり．籾数が増加したが，窒素吸

収量の増加に伴い豊熟歩合の低下がみられた（図1）。特

に多回数追肥は登熟が悪く，米質も劣り減収した（図2）。

黒石市（農試・表層腐植質多湿盟ポク土）の窒素吸収量

は平年よりやや少ないが，追肥効果は認められた（図2）。

4　　ま　　と　　め

地帯別に水稲に対する窒素反応の特徴をまとめると，

tl）気象条件の庭も意かった下北外海地帯と海岸冷涼地

帯の蟹田では．乾物生産が極端に劣り，遅延の様相を呈し，

稲体重素濃度は異常に高く経過した。

（21海岸冷涼地帯の平内と津軽北部地帯の両試験地は，

地力窒素発現の高い土壌であるので，土壌窒素の発現に伴

い，幼穂形成期から穂揃期にかけての窒素吸収量が多くな

り．更に追肥によって一層この傾向が助長されるので，稲

体の栄養状態を把垣し，追肥の時期，量のコントロールに

より．適正着粒籾数の確保が必要である。

（3）南部平野地帯の両試験地は，追肥により窒素吸収量

を増すが，低温年においては豊熟不良を来すので，土壌の

肥沃な所では，追肥量を控え目にするか，追肥時期を調節

する必要がある。

14）津軽中央地帯では．土壌条件の違いによって，追肥

時期．量により収量．品質に及ぼす影響が異なるものと思

われるが，他の地帯に比べて，追肥による豊熟不良等のマ

イナス要因は小さいものと推察された。


